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文
化
の
創
造
と
新
た
な
出
会
い
を
求
め

て
、
国
際
美
術
工
芸
協
会
で
は
、
七
夕
の

日
の
出
会
い
を
、
文
化
・
芸
術
・
音
楽
を

楽
し
む
集
い
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
、

八
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
講

演
会
に
は
棋
士
の
内
藤
国
雄
氏
「
勝
負
の

世
界
に
生
き
て
」
の
お
話
、
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
ペ
ル
ー
の
民
謡
「
ア
ン
デ
ス
の
風

に
吹
か
れ
て
」
を
プ
カ
ソ
ン
コ
の
演
奏
で

楽
し
み
ま
し
た
。
会
員
の
創
作
展
示
会
に

は
、
広
い
分
野
の
作
家
の
出
展
が
あ
り
、

ま
た
会
員
の
手
作
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

は
、
大
変
な
人
気
で
し
た
。
こ
の
純
益
は

す
べ
て
留
学
生
の
奨
励
金
と
な
り
ま
す
。

中
国
、
韓
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
台
湾
か
ら
の

留
学
生
も
参
加
出
展
し
て
く
れ
ま
し
た
。

留
学
生
の
作
品
に
は
、
純
粋
で
二
十
一
世

紀
の
新
し
い
芸
術
文
化
の
息
吹
を
感
じ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
い
ろ
ん
な
国
、
い
ろ

ん
な
分
野
の
作
品
と
人
々
の
出
会
い
に
新

鮮
さ
と
喜
び
楽
し
さ
が
あ
ふ
れ
、
あ
た
た

か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
に
来
年
の
出
会
い
を

約
束
し
ま
し
た
。
震
災
復
興
に
心
の
や
す

ら
ぎ
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
神
戸
の
街
が
文
化
の
香
り
高
い
芸
術
の

街
と
し
て
復
興
し
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
を

こ
め
て
。

三蓮華

■国際美術工芸協会
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「

これは神戸を愛する人々の雑誌です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手幡です

８月号目次●１９９６－４２３

表紙／「横臥裸溺」小襲良平（小唄記念美術館蔵）
セカンドカパー／女のい畠豆畳石阪春生
目次ＣＧ／高露圭多

神戸っ子- 9 6 ／吉富志津子・堀江衛
ＫＯＢＥ創生スナップ
神戸のお捜さん／松山葉子・水谷睦子
ある集い／国際美術工芸協会
ポエム･ ド･ コウベ／「ひびわれ」西岡孝子絵＝石阪春生
私の意見／「ぬくもりを感じる国際防災モデル都市に」浜本律子
連戦エッセイ／酔眼流旅日紀⑤「おでんと舶畑」
村松友視絵＝菱本唯人
地域文化飴／「近頃『宮水』の消息」米花稔
第2 0 回井; 画と化賞発表
科学技術・文化芸術・地域活動
朴今福祉・国際交流．報猶出賑
浅井信雄対談シリーズ

1１
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１４
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ロ加'・‐_垂１，

3０

３１

1門■

郡
可

もうさんのひょうごウォーク／「テレクラから青少年を守る」
ｏｈ１タカラヅカ／高儀ふぶき花篭まり岡田敬ニ
亀井一成のズームインＺＯＯ／「のぞき大好き動物」
ふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
神戸を福祉の街に／「人間が住んでいることを忘れないで」橋本明
有馬趣時記／女将訪問「欽山・小山裕子さん」
世界のこんな美術館／「クレラ・ミューラー美術館」伊藤誠
もだかるプレゼント／「グラン・ブルー」「アンダーグラウンド」e t c ･
シネマ賦写室／「フィオナの海」淀川長治
ポケットジャーナル
ぴっと・いん
るぽえつせい／神戸の文化財はいま⑨「神戸ウォーター」
連斌小説／「ガラスの犀」⑥木村光理絵＝森罪連夫
神戸っ子倶楽部
海船港／「こうペシークイーン」
北野マップ／「ラテンアップナイト」
美の扉／「夢のすむ家」榎本靖子
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カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也・森田璽志・森閉姉＝･ 米田英男
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髪

モロゾフ株式会社
代表取締役会長松宮隆男
神戸市東灘区御影本町6 - 1 1 - 1 9

T E L O 7 8 - 8 2 2 5 0 0 0

評
一

●

株式会社ちんがら屋
代表取締役社長三角弘一

神戸市東灘区青木5 - 1 5 - 1 9
T E L O 7 8 - 4 5 2 - 5 2 9 0
F 襖X O 7 8 - 4 5 2 - 5 2 9 2

九
九
六
年
度
夏

株式会社美容室エリザベス
代表取締役社長畑尾芙久子

本店・神戸市中央区三宮町2 - 6 - 4
T E L ､ 0 7 8 8 3 1 - 8 8 9 4

住吉店・神戸市東灘区住吉本町2 - 1 0 - 4 2
ＴＥＬ､ 0 7 8 - 8 5 1 - 6 3 8 8

株式会社中川衣裳店
中川護

神戸市中央区三宮町1 - 5 - 2 9
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 5 3 3 3

恥塗琴

株式会社みどり美粧院
吉田悦子

神戸市中央区下山手通4 - 1 5 - 1
モンルポダフネピル3 0 0 号

ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 4 - 1 0 7 7
１コA X O 7 8 - 3 3 1 - 1 2 2 6

ザ
一

岬
輿
神
戸
百
店
会

融青一

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

神
戸
ま
つ
り
「
神
戸
サ
ン
バ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

本
場
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
サ
ン
バ
チ
ー
ム
が
や
っ
て
き
た
！

○
神
戸
の
専
門
店
で
ハ
イ
セ
ン
ス
な
お
買
い
物
を

１
１８

１

株式会社カスカード
代表取締役入江清一

神戸市中央区三宮町2 - 1 1 - 1 - 5 0 1
ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 9 1 - 1 3 6 0

株式会社ミキモト
取締役社長御木本豊彦

梅田店大阪市北区梅田1 - 1 2 - 3 9
新阪急ビル1 F

T E L O 6 - 3 4 1 - O 2 4 7
F A X ､ 0 6 - 3 4 1 - 5 1 2 2

有限会社コスモポリタン製菓
代表取締役社長
バレンタイン．Ｆ・モロゾフ

神戸市中央区港島中町7 - 7 - 3
T E L ､ 0 7 8 - 3 0 2 - 8 0 0 0

森真珠株式会社
代表取締役森隆

神戸市中央区二宮町1 - 4 - 1 5
T E L O 7 8 - 2 4 1 - 2 1 2 5

株式会社木下真珠
代表取締役木下章夫
神戸市中央区山本通1 - 7 - 7

ＴＥＬ､ 0 7 8 - 2 2 1 - 3 1 7 0
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着やすさ、サイズも豊富( 3 8 ～5 0 号･ 別注サイズあり）、
きっとご満足いただけます。

、
ＫＯＢＥＥＸＣＥＬＬＥｊＶＴＳＨＯＰ

8 / 2 2 (木)～2 7 (火)は

K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N

カシミア即売会

蕊I-IZA
リザ･ サロン神戸本店から

ポーシャル“アボリオ，，
春夏物受注会のお知らせ

9／１９(木)～23(水）
お渡し予定日１月下旬～２月下旬

一重仕立てのスーツを中心にシルク素材のブラウスや
スカート、スプリングコートe t c ．

『

モデル／左･ 三浦知子さん
右･ 加藤美鈴さん

撮影場所／リザ･ サロン神戸本店5 Ｆ
カメラ／米田英男

ー一己ー一己

セーター、カーディガン中心。

『

※定休日は毎週水曜日です

一足早い秋を楽しんでみてはいかがですか？

★伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町遥3丁１１１１７缶3 3 4 - 2 郷

★よろず御槻衣縫上慮

神戸シャリノ
神戸旅中央区三富町3 ｣ . ｢ i】･６念3 3 1 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を. . ､ p

SaI]Che
神rf市１１｣典臓顧r通２r1I 5 - 7ガ

鐘LｌＺＡ
神戸市中央区三富町２丁目９１査3 9 1 - 6 8 0 6

☆婦人帽子

､ぐく、いうく･、吋雨、
マキシン

神戸市中央藤北丑雫調座間念331-6,：
全国有塙百洗店婦人報子売場

のボルボネゼトタルブティック

因Ｂど蝋；ｉ
神声市中央僅元町述3カ月1戸１２志3 9 1 0 0 ] ‘【

、※瞳のシリ・・ズは上記の専門店の提
供1 皇よ為ものです。 ノ
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芸
術
文
化
の
復
興
で

心
の
や
す
ら
ぎ
を

S P E C l A L A D V E R T I S I N G S E C T l O N 1 9 9 6

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
神
戸
復
興
へ
の
一
提
案
令

柏
井
健

新
生
「
神
戸
国
際
会
館
」

今
年
秋
に
着
工
、
”
年
春
竣
工

新生「神戸国際会館」の完成予想図（1 9 9 9 年春完成予定）

〈
株
式
会
社
神
戸
国
際
会
館
代
表
取
締
役
社
長
〉

震
災
直
後
に
被
災
者
を
勇
気
づ
け
た
も
の

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
な
ど
に
加
え
、

美
し
い
音
楽
や
芸
術
で
し
た
。
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
、
「
心
の
や
す
ら
ぎ
」
を
提
供
す
る

必
要
性
は
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
神
戸
国
際

会
館
（
昭
和
瓢
年
完
成
）
は
、
震
災
の
た
め

取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

に
神
戸
に
戻
っ
て
来
て
も
ら
い
、
ひ
と
ぴ
と

に
心
の
や
す
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

取
り
急
ぎ
昨
年
岨
月
に
代
替
ホ
ー
ル
「
神
戸

国
際
会
館
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」
を
オ
団１８

‐
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

３
訓

一
方
、
震
災
復
皿
〈
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
認
弱

新
生
「
神
戸
国
際
会
館
」
を
今
年
の
秋
に
着
沌
罪

工
、
平
成
ｎ
年
春
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
即
詫

す
。
地
下
３
階
、
地
上
躯
階
（
塔
屋
５
階
）
Ｔ
”

Ｆ
Ｌ

建
て
で
、
延
べ
面
積
は
５
万
９
千
平
方
メ
ー
昭
花

Ｊ

ト
ル
と
旧
会
館
の
２
倍
強
と
な
り
ま
す
。
ビ
ー
日
一

２
千
席
規
模
の
多
目
的
ホ
ー
ル
や
映
画
館
朝
『

を
設
置
し
、
商
業
・
文
化
・
情
報
な
ど
の
融
弱
、

合
し
た
「
複
合
型
都
心
機
能
」
を
め
ざ
し
ま
諏
鵬

す
。
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
な
ど
も
備
え
、
マ
ル
醗
酵

チ
メ
デ
ィ
ァ
な
ど
の
情
報
通
信
機
能
を
整
軽
軽

備
。
地
下
は
新
設
さ
れ
る
神
戸
市
営
地
下
鉄
誌
誌

海
岸
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
り
、
一
一
一
宮
の
地
神
神

下
・
地
上
・
階
上
の
３
層
に
展
開
す
る
回
遊
館
ザ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
立
体
的
に
接
続
さ
れ
ま
塔
汚

国
ド

す
。

｜
戸
ン

神
戸
国
際
会
館
は
、
芸
術
文
化
の
交
流
拠
癖
一
つ

点
と
し
て
心
の
や
す
ら
ぎ
を
提
供
す
る
た
華
歌

め
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
酷
、
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第１回ジュニアサミットキャンプ。1 9 9 0 年、岡山県牛窓

S ＰＥＣＩＡＬＡＤＶＥＲＴｌＳｉＮＧＳＥＣＴＩＯＮ１９９６

口株式会社テイエラ神戸市中央区東川崎町１－３－３神戸ハーバーランドセンタービル１９F T E L O 7 8 - 3 7 1 - 1 5 6 5 （代）

創
世
紀
の
「
子
ど
も
親
善
大
使
」
が

神
戸
か
ら
飛
び
立
つ
日

む
な
し

増
葎
空
く
株
式
会
社
テ
ィ
エ
ラ
代
表
取
締
役
社
長
》

蕊
ん
な
友
だ
ち
地
球
人
“

国
際
都
市
・
神
戸
で

ジ
ュ
ー
ー
ア
サ
ミ
ッ
ト
キ
ャ
ン
プ
を

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
神
戸
復
興
へ
の
一
提
案
令

「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を
日
本
に
呼
ん
で
、
キ

ャ
ン
プ
を
や
ろ
う
」
。
ｌ
こ
の
願
い
が
か
な
っ
て
、

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
１
９
９
０
年
に
「
ジ

ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
キ
ャ
ン
プ
」
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
”
み
ん
な
友
だ
ち
地
球

人
“
を
合
い
言
葉
に
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
、
国

や
文
化
や
言
葉
を
越
え
て
、
地
球
環
境
の
こ
と
、

自
然
の
こ
と
、
暮
ら
し
や
人
間
、
命
に
つ
い
て
考

え
、
感
じ
あ
い
、
友
情
を
育
む
広
場
で
す
。

日
本
、
わ
け
て
も
神
戸
は
美
し
い
都
市
で
す
。

兵
庫
の
奥
深
い
豊
か
な
自
然
を
母
に
、
世
界
に
つ

な
が
る
太
平
洋
を
父
に
生
ま
れ
た
都
市
で
す
。
そ

こ
に
は
、
近
代
の
技
術
が
生
活
を
便
利
に
し
た
だ

け
で
は
な
く
、
長
い
時
間
を
か
け
て
積
み
重
ね
ら

れ
た
人
々
の
知
恵
と
温
も
り
が
織
り
成
す
、
す
ば

ら
し
い
文
化
が
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

震
災
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
自
然
に
育
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
が
幸
せ
に

生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
、
原
点
に

立
ち
返
っ
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
原
初

的
な
も
の
を
見
つ
め
る
目
、
そ
れ
は
、
新
し
い
形

の
人
間
の
暮
ら
し
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
虹
世
紀
に
は
、
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
多
様
な
価
値
が
混
在
す
る
街
・
神
戸

で
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
違
い
を
越
え
て
互
い

に
認
め
あ
う
広
場
・
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
キ
ャ
ン

プ
を
ぜ
ひ
実
現
し
て
、
世
界
へ
向
け
て
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
世
界
の
形
を
発
信
す
る
基
地
と
し
て
の

国
際
交
流
を
め
ざ
し
た
い
の
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
サ

ミ
ッ
ト
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
世
界
中
の
子
ど
も

た
ち
が
、
皿
世
紀
の
地
球
の
親
善
大
使
と
し
て
、

ま
た
、
地
球
サ
イ
ズ
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
た
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
日
も
、
そ
う
遠
く
は
あ
り

●
、
錘
』

ま
せ
ん
。

●
こ
れ
ま
で
の
参
加
国
、
地
域
一
覧

ボ
リ
ビ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
中

華
人
民
共
和
国
・
中
国
台
北
・
イ
タ
リ

ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
韓
国
・
マ
レ
ー
シ

ア
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
メ
キ
シ
コ
・
日
本
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ペ
ル
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
・
南
ア
フ
リ
カ
・

タ
イ
・
ト
ン
ガ
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ザ

イ
ー
ル
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
・

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ギ
リ
ス
（
の
べ
６
０
０
人
）

⑬
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

露
模
擬
国
連
会
議
・
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
．
．

牛
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
絵
本
づ
く
り
・
廃
材
利
用

峠
謡
深
窮
疑
い
邪
ラ
‐
ヵ
Ｉ

岡
③
テ
ィ
エ
ラ
の
文
化
芸
術
支
援

、
舞
台
劇
「
宮
沢
賢
治
」
公
演
協
力
・
映
画

年
「
眠
る
男
」
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

鞘＝琴理雲理窪諾．

農
更繕ソ越蕊雲霞

胃I :雨'画砺
庇
赫
渦
旋

上
宰
』
．
弓
。
。
堂
塞
塗

…
；
眠
る
、

●
：
！
’
‘

一
一

⑨
一
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一
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』

／ 、

残暑お見舞い申し上げます
平素のご愛顧を心より感謝申し上げます｡ 今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

＃可Ｚ

霜

、馬邑 裳J

１ 1 昇汐刃押刃奉

Ｊ１ハ

,《趣
～望一Ｊ

慶
謄

、 ノ

'〃ミ鼠
一坐二二

一
》
鱈

ゆったりとした個室をご用意いたしております。T E L O 7 8 - 3 9 1 - 7 8 1 1

（f釧鐸愛孫f'坐雛鳥

GuERLAlI、Ｉ
ＩＷＲＩＳ

ホテルオークラ神戸店
神戸市中央区波止場町2 - 1 メリケンパーク内ホテルオークラ神戸7 Ｆ

一 ,

|’ l櫛i蝋『

新店長･ 寺田をはじめ､ スタッフ一同､ 皆様のお越しをお待ちしております。
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〃 '

指
先
に
は
バ
ン
ド
エ
イ
ド
を
貼
り
ま
し
ょ
う

壁
は
コ
ー
キ
ン
グ
で
塞
ぎ
ま
す

で
も

心
の
ひ
び
わ
れ
を
癒
す
の
は

あ
な
た
の
言
葉
で
す

た
と
へ
そ
れ
が

あ
な
た
の
言
葉
で
出
来
た
も
の
と
し
て
も

『
、

西
岡
孝
子

■
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ベ
〈
８
月
〉

ひ
び
わ
れ

絵
／
石
阪
春
生

f粥

『

I、

γ

〃畷'噸 杉iが

ｼ締りＺ Wl1lIl〃〃
〃 '

〃 〃lwwlI
砿

I鯵iｉ息瀦
詫

グ
臓綴Z f " 鯵需〃ﾙ ｸ 嬢ﾙ７ﾌ

尭尾
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私
〃
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拳* * 真珠の妖精の贈り物鐸＊

パールデザート

｢ パールデザート」では、独自の製法で透明のタピオカを
大粒の真珠のようにココナッツミルクのゼリーにとじ込め、
マンゴ、キィウィ、ラズベリー、ブルーベリーのフルーツソ
ースをブレンドした5 種類のデザートをご用意いたしました。

￥９００
￥２０００
￥３０００

( 5 個入り）
( 1 2 個入り）
( 1 8 個入り）

愈禦別仙猫ｪ 外
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府２－１－２

ブライダルヤg フト〒5 5 8 大阪市住吉区苅田町7 丁目1 2 - f ９
事業部・大阪T E L O 6 - 6 9 7 - 9 4 3 5 F A X O 6 - 6 9 7 再4 1 8 8

佐 本
S ＡＭＯＴＯＣＬｌＮｌＣ ダ、

産 科
ママといっしょに

赤ちゃん：入谷美紗希ちゃん(平成8年２月' 0日生まれ）
お兄ちゃん: 裕介< んママ：奈美さん
「よく泣き、騒がしい毎日ですが、それが私たちの日課です」

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通4 - 1 - 1 5
T E L : 0 7 8 - 5 7 5－102 4 (病室TEL : 0 7 8 - 5 7 7－703 4）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備● 2６
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震
災
か
ら
一
年
半
以
上
が
過
ぎ
、
街
に
は
よ
う
や
く
明
る
さ
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
方
の
中
に
は
、

い
ま
に
な
っ
て
疲
れ
が
出
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
は
「
復
興
元
年
」
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。

私
の
住
む
東
川
崎
町
は
古
い
下
町
で
、
地
震
で
は
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
私
の
自
宅
も
半
壊
し
ま
し
た
が
、
人
々
の
つ
な

が
り
や
助
け
合
い
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。
い
ま
も
地
域
が
団
結

し
て
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
点
、
自
治
会
や
婦
人
会
な
ど
の
住
民
組
織
が
な
い
新
し
い

町
は
、
行
政
の
恩
恵
を
受
け
る
に
際
し
て
損
な
立
場
に
あ
り
ま
す
。

新
し
い
町
に
も
行
政
の
受
け
皿
と
な
る
組
織
を
つ
く
り
、
新
・
旧

が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
身
近
な
課
題
と
同
時
に
、
神
戸
を
ぬ
く
も
り
の
あ

る
国
際
防
災
モ
デ
ル
都
市
に
す
る
に
は
、
二
十
一
世
紀
を
に
ら
ん

だ
経
済
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
も
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

神
戸
国
際
文
化
都
市
構
想
や
神
戸
空
港
の
計
画
な
ど
は
、
雇
用
や

交
通
の
面
か
ら
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

私
は
六
月
に
、
女
性
と
し
て
初
め
て
神
戸
市
議
会
の
議
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
に
は
女
性
も
男
性
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

肩
肘
張
ら
ず
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
市
議
会
は
震
災
後
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
多
様
な
意

見
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の

利
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
神
戸
の
復
興
に
対
し
て
よ
り
大
き

く
貢
献
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
宅
の
再
建
、
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
へ
の
移
転
、
被
災
者

の
生
活
再
建
、
経
済
復
興
な
ど
課
題
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
市

民
の
声
を
市
政
に
伝
え
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
再

認
識
し
、
復
興
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

国
際
防
災
モ
デ
ル
都
市
に

浜
本
律
子

口
私
の
意
見

〈
神
戸
市
会
議
長
〉

１
２７
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お
で
ん
と
澗
酒

村
松
友
覗
く
作
家
〉

学
生
の
頃
、
自
由
ヶ
丘
の
ガ
ー
ド
近
く
に
出
る
屋
台
の
お

で
ん
屋
へ
よ
く
行
っ
た
。
下
宿
は
自
由
ヶ
丘
の
隣
の
九
品
仏

だ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
お
で
ん
を
食
べ
に
出
か
け
て
行
く
こ

と
は
な
か
っ
た
。
下
宿
の
夜
食
は
せ
い
ぜ
い
夜
鳴
き
そ
ば
的

な
ラ
ー
メ
ン
く
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。
自
由
ヶ
丘
の
屋
台
へ

行
く
の
は
、
自
由
ヶ
丘
で
飲
ん
で
帰
る
途
中
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
屋
台
の
お
で
ん
屋
は
、
と
く
に
何
と
い
う
こ
と
も
な

い
お
で
ん
屋
だ
っ
た
。
学
生
時
代
な
ん
て
も
の
は
、
こ
の
ま

ま
帰
る
に
や
ち
よ
い
と
小
腹
が
空
い
て
い
る
か
ら
、
屋
台
へ

で
も
寄
っ
て
お
で
ん
で
も
食
べ
よ
う
か
く
ら
い
の
も
の
だ
か

ら
、
味
が
旨
い
ま
ず
い
は
あ
ま
り
問
わ
な
い
。
み
ん
な
の
所

持
金
を
合
わ
せ
て
い
く
ら
に
な
る
か
の
方
が
は
る
か
に
重
大

な
問
題
で
あ
り
、
こ
ん
な
年
齢
の
時
か
ら
味
が
ど
う
の
と
ほ

ざ
く
の
は
、
ど
う
も
老
人
臭
く
て
い
け
な
い
と
い
う
気
が
あ

っ
た
。
い
や
、
あ
の
頃
は
味
な
ん
て
分
ら
な
く
て
い
い
し
、

分
り
っ
こ
な
い
の
だ
。
近
頃
は
、
ど
う
も
若
造
の
グ
ル
メ
や

ら
が
氾
濫
し
て
気
色
が
わ
る
い
。

屋
台
へ
顔
を
突
っ
込
む
と
、
一
瞬
お
び
え
た
よ
う
に
な
っ

た
お
じ
さ
ん
が
、
か
す
か
に
笑
っ
て
迎
え
て
く
れ
る
。
顔
馴

染
み
の
客
な
の
で
安
心
し
た
と
い
う
表
情
だ
っ
た
。
私
と
友

だ
ち
は
、
ま
ず
お
で
ん
の
中
に
タ
マ
ゴ
が
い
く
つ
残
っ
て
い

る
か
を
見
定
め
る
。
タ
マ
ゴ
さ
え
食
べ
て
お
け
ば
腹
ご
し
ら

図;］

絶
第
５
回

え
は
大
丈
夫
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
し
て
、
一
応
は
酒
を
注
文
す
る
。
ビ
ー
ル
と
い
う
の
は

さ
し
つ
さ
さ
れ
つ
す
る
の
で
け
つ
こ
う
量
を
飲
む
こ
と
に
な

り
、
軍
資
金
ゆ
え
に
あ
と
一
本
を
我
慢
す
る
の
は
ま
こ
と
に

寂
し
い
。
そ
れ
に
、
誰
が
ど
れ
く
ら
い
飲
ん
だ
か
分
り
に
く

く
、
自
分
で
注
文
で
き
る
日
本
酒
に
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

日
本
酒
は
も
ち
ろ
ん
畑
酒
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
冷
や
な
ん
ぞ

飲
ん
だ
っ
て
、
旨
い
酒
な
ど
置
い
て
あ
る
わ
け
が
な
い
。
こ

れ
も
ま
た
、
安
酒
の
畑
で
け
つ
こ
う
で
あ
る
。

や
た
ら
に
吟
醸
酒
が
流
行
っ
て
、
猫
も
杓
子
も
ソ
ム
リ
エ

ま
が
い
の
顔
で
盃
を
口
に
も
っ
て
ゆ
き
、
ま
っ
た
り
だ
コ
ク

だ
切
れ
だ
と
か
ま
び
す
し
い
ご
時
世
に
な
っ
た
が
、
酒
を
ぞ

ん
ざ
い
に
飲
む
楽
し
み
て
え
も
の
も
あ
る
。
お
で
ん
屋
で
は

安
酒
の
畑
で
何
の
文
句
も
あ
り
や
し
な
い
の
だ
。

そ
の
屋
台
で
出
す
酒
は
、
妙
に
水
っ
ぽ
く
て
一
合
で
は
飲

ん
だ
気
が
し
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
水
で
薄
め
た
酒
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
や
た
ら
に
お
で
ん
に
合
う
の
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
酒
の
味
だ
っ
て
よ
く
分
ら
な
い
頃
の
話
だ
か
ら
、

あ
の
酒
が
お
で
ん
に
合
う
合
わ
な
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、

何
の
根
拠
も
な
い
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
お
で
ん
と
水

っ
ぽ
い
酒
の
組
み
合
せ
は
、
た
し
か
に
あ
り
得
る
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

カット／灘本唯人
題字／筆者

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



｡

鍵

〈
む
ら
ま
つ
．
と
も
み
〉
一
九
四
○
年
東
京
生
ま
れ
。
慶
応

義
塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
三
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小

説
中
央
公
論
」
「
婦
人
公
論
」
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、

八
一
年
退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
賞
受
賞
。

主
な
著
書
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
』
『
百
合
子
さ

ん
は
何
色
」
「
ア
ブ
サ
ン
物
垂
聖
『
流
氷
ま
で
」
な
ど
。

お
で
ん
屋
と
い
っ
て
も
、
あ
の
自
由
ヶ
丘
の
屋
台
と
は

ま
っ
た
く
ち
が
い
、
客
が
列
を
成
し
て
待
つ
よ
う
な
店
な

の
だ
が
、
そ
こ
の
お
や
じ
さ
ん
は
酒
の
畑
の
番
を
す
る
こ

と
に
命
を
賭
け
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
あ
っ

か
ら

ち
の
客
、
こ
っ
ち
の
客
へ
と
目
を
配
り
、
酒
が
空
に
な
り

そ
う
に
な
る
と
小
さ
い
錫
の
ヤ
カ
ン
で
畑
を
つ
け
、
自
分

用
の
盃
で
ち
よ
い
と
紙
め
る
よ
う
に
し
て
か
ら
、
客
の
器

へ
入
れ
る
。
こ
の
器
は
、
利
き
酒
を
や
る
と
き
の
、
例
の

内
側
に
蛇
の
目
模
様
の
あ
る
酒
の
色
が
見
え
や
す
い
や
つ
だ
。

つ

そ
う
や
っ
て
、
注
い
で
も
ら
う
酒
の
味
が
、
ど
こ
か
な

つ
か
し
い
気
が
し
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
自
由
ヶ
丘
の
屋

台
で
飲
ん
だ
、
あ
の
水
っ
ぽ
い
酒
に
通
じ
る
テ
イ
ス
ト
だ

と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
お
で
ん
屋
の
酒

が
水
で
薄
め
て
あ
る
は
ず
は
な
い
が
、
何
と
な
く
共
通
す

る
も
の
を
感
じ
た
。
こ
の
店
の
日
本
酒
は
と
く
に
凝
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
大
手
の
有
名
な
銘
柄
だ
。
そ
の
酒
に
、

お
や
じ
さ
ん
が
気
を
入
れ
て
燭
を
つ
け
る
と
、
淡
い
と
い

う
か
柔
ら
か
い
と
い
う
か
優
し
い
と
い
う
か
邪
魔
に
な
ら

な
い
と
い
う
か
…
…
と
に
か
く
、
お
で
ん
に
ま
こ
と
に
よ

く
合
う
飲
み
心
地
に
な
る
の
だ
。

（
あ
の
屋
台
の
お
や
じ
も
、
一
周
回
っ
て
同
じ
と
こ
ろ
へ

着
地
し
て
い
た
の
か
も
…
…
）

経
済
的
な
理
由
で
水
で
薄
め
て
出
し
た
酒
が
、
考
え
に

考
え
ぬ
い
た
極
め
付
の
畑
酒
と
か
さ
な
る
と
い
う
の
も
、

酒
以
外
の
世
界
で
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

１
２９
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西宮市石在町にある「宮水発祥之地」の石碑

川
と
水
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
筆
者
も

も
と

「
燈
台
下
暗
し
」
で
、
西
宮
に
永
年
住
み

続
け
つ
つ
「
宮
水
」
に
ま
だ
こ
こ
で
ふ
れ

て
い
な
い
。
灘
の
酒
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
そ

の
「
宮
水
」
は
、
こ
の
た
び
の
淡
路
か
ら

阪
神
へ
走
っ
た
活
断
層
の
大
地
震
で
い
か

が
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
宮
水
」
に
く
わ

し
い
宮
水
保
存
調
査
会
委
員
で
、
辰
馬
本

家
酒
造
（
株
）
の
元
常
務
高
岡
祥
夫
氏
に

き
く
。
祥
夫
君
と
い
い
た
い
身
近
の
縁
者

で
は
あ
る
が
私
事
は
さ
て
お
く
。
地
震
の

影
響
は
幸
い
す
ぐ
な
か
っ
た
と
い
う
。

つ
い
で
な
が
ら
久
し
ぶ
り
に
現
場
を
み

に
行
く
。
国
道
四
三
号
線
の
南
す
こ
し
石

在
町
の
一
角
、
「
宮
水
発
祥
之
地
」
の
石

碑
を
中
心
に
、
宮
水
湧
出
地
域
が
あ
り
、

今
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
二
○
ヶ
所
ほ
ど

の
井
戸
、
灘
の
き
き
な
れ
た
清
酒
名
の
井

戸
場
の
表
示
が
続
き
、
ま
た
い
く
つ
か
の

メ
ー
カ
ー
の
共
同
井
戸
場
が
み
ら
れ
る
。

健
在
の
よ
う
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
六
甲
山
系
の
夙
川
、
東
川
、

六
湛
寺
川
の
伏
流
水
が
、
こ
の
辺
り
か
つ

り
で
、
浅
井
戸
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

想
起
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
昭
和
三
○

年
代
四
三
号
線
上
の
阪
神
高
速
道
路
の
工

事
で
「
宮
水
」
が
案
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
南
北
に
流
れ
る
水
脈
に
対
す
る
東

西
の
工
事
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
間
の

推
移
に
つ
い
て
高
岡
氏
に
き
い
た
。
宮
水

保
存
調
査
会
を
中
心
に
関
係
者
の
協
力

で
、
高
速
道
路
の
橋
脚
の
設
置
に
は
水

を
配
慮
し
て
影
響
を
最
小
限
に
く
い
と
め

た
由
で
あ
る
。
さ
ら
に
き
く
と
、
こ
の
辺

り
東
西
に
走
る
主
要
道
路
の
土
地
利
用
の

て
海
の
流
入
し
て
い
た
砂
喋
層
で
、
貝
殻

海
藻
な
ど
の
堆
積
の
影
響
で
形
成
さ
れ
、

地
下
三
〜
五
米
の
浅
井
戸
の
水
質
が
宮
水

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
現
場
の
説
明
表

示
で
起
源
を
み
る
と
、
天
保
年
間
西
宮
の

雀
部
市
右
衛
門
、
魚
崎
郷
の
山
邑
太
左
衛

門
が
時
を
同
じ
く
し
て
宮
水
が
清
酒
醸
造

に
最
適
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
に
始

ま
る
と
い
う
。
活
断
層
よ
り
か
な
り
南
寄

盤

識
野
殿
製
鱗

０
１
３
１

変
化
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
建
築
の
地
下
工
事

も
、
浅
井
戸
の
水
脈
だ
け
に
同
様
の
心
配

が
大
き
い
。
そ
の
た
め
に
宮
水
保
存
調
査

会
は
、
関
係
地
域
の
工
事
に
は
、
つ
ね
に

配
慮
を
求
め
、
必
要
に
応
じ
て
砂
喋
に
よ

る
水
路
づ
く
り
な
ど
を
含
む
設
計
変
更
を

亜
垂
雨
す
る
な
ど
に
努
め
て
き
た
と
い
う
。

こ
の
調
査
会
は
、
は
じ
め
酒
造
量
の
増

加
で
宮
水
の
将
来
が
案
ぜ
ら
れ
て
大
正
十

三
年
に
結
成
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
の
環

境
変
化
に
昭
和
二
十
九
年
再
発
足
、
洗
米
、

雑
用
水
な
ど
に
よ
る
使
用
を
止
め
、
ま
た

水
質
水
量
保
存
に
、
地
域
の
協
力
を
求
め

て
き
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
た
び
の
震
災

復
旧
工
事
の
急
が
れ
る
な
か
、
建
築
の
地

下
工
事
で
、
宮
水
の
浅
井
戸
の
水
脈
が
阻

害
さ
れ
な
い
よ
う
と
り
わ
け
配
慮
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
環
境
庁
の
日
本
名
水
百
選

の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。現

場
か
ら
の
帰
途
、
甘
党
の
筆
者
は
商

店
街
に
宮
水
餅
を
求
め
た
が
、
ま
だ
そ
の

店
は
復
旧
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
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